
　平成31年度県議会２月定例会が２月13日から3月25日までの日程
で開催されました。2019年度一般会計予算は、引き続き東日本大震
災津波からの復旧・復興に係る取り組みを最優先とするとともに、今
後10年間の岩手県の方向性を示した『いわて県民計画（2019 ～
2028）』に基づく「新しい時代を切り拓くプロジェクト」の実現に重
きを置いた、歳入歳出9,355億円余の予算案を可決しました。
　今議会では次期総合計画特別委員会、予算特別委員会において、広
範にわたり県政を質しました。この紙面ではその内容を含め、これま
での活動内容をご報告いたします。

障
が
い
者
が
活
躍
で
き
る
場
の
拡
充
に
つ
い
て

Q�　

世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成

す
る
、い
わ
て
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
事
業
に
つ
い
て
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
意
欲
と
素

質
が
あ
れ
ば
障
が
い
児
も
含
め
て
育
成
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
総
括
課
長
】

A�　

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
事
業
は
障
が
い
児
に
門
戸
を

閉
ざ
し
て
い
る
事
業
で
は
な
い
が
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
に
十
分
対
応
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
過
度
の
負
担
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、

現
実
に
は
難
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
岩
手

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
水
泳
連
盟
等
の
関

係
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
選
手
に
対
し
、
ス
ポ
ー

ツ
医
・
科
学
の
知
見
を
有
す
る
専
門
家
や
中
央
講

師
に
よ
る
講
義
等
の
全
体
講
習
会
、
研
修
会
や
専

門
競
技
に
特
化
し
た
競
技
別
の
研
修
会
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、「
い
わ
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

強
化
選
手
」
を
指
定
し
、
そ
の
選
手
等
の
遠
征
費

等
に
対
し
支
援
し
て
い
る
。
今
後
も
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
・

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

�（
2
0
1
9
年
2
月
定
例
会　

予
算
特
別
委
員
会
）

農
業
振
興
に
つ
い
て

Q�　

花
巻
市
で
は
、
県
内
に
先
立
っ
て
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
農
業
経
営
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
各
自
治
体
、
あ
る
い
は
振
興
局
単
位
で
こ

う
し
た
モ
デ
ル
実
証
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
県
の
所
見
を
伺
う
。

い
っ
た
不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
さ
ん
は
多
く
、
地

域
に
根
差
し
た
助
産
師
に
よ
る
産
前
産
後
ケ
ア
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
花
巻
市
で
は
民
間

組
織
に
よ
り
、
県
内
初
の
「
産
前
産
後
ケ
ア
ハ
ウ

ス
ま
ん
ま
る
ぽ
っ
と
」
が
開
設
さ
れ
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
事
業
等
、
助
産
師
が
産
前
産
後
の
お

母
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い

る
。
県
は
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い

支
援
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
で
あ
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
て

い
る
か
。

【
八
重
樫
保
健
福
祉
部
長
】

A�　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
提
供
し
、
妊
産
婦
等
を
支
え
て
い
く
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
県
内
で
は
遠
野

市
な
ど
６
市
町
が
設
置
し
て
い
る
。
産
前
産
後
ケ

ア
は
、
花
巻
市
の
他
、
遠
野
市
や
山
田
町
で
は
、

助
産
師
等
が
家
庭
訪
問
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

の
産
前
産
後
ケ
ア
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
町
村
の

取
り
組
み
が
徐
々
に
進
ん
で
き
て
い
る
。
県
で
は

こ
れ
ま
で
、
妊
産
婦
の
支
援
を
担
う
人
材
の
資
質

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
内
外
の
先
行
事
例

の
紹
介
、
国
庫
補
助
事
業
の
活
用
に
関
す
る
助
言

な
ど
を
行
い
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
や
産
前
産
後
ケ
ア
の
実
施
に
向
け
て
支
援

し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
複
数
の
市
町
村
が
当
該

セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
産
前
産
後
ケ
ア
に
新
た
に
取

り
組
む
予
定
と
伺
っ
て
お
り
、
地
域
の
潜
在
助
産

師
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
市
町
村
の
産
前
産
後

ケ
ア
を
担
う
た
め
の
人
材
確
保
を
図
る
な
ど
、
取

り
組
み
の
一
層
の
拡
大
に
向
け
て
引
き
続
き
市
町

村
を
支
援
し
て
い
く
。

　
（
2
0
1
7
年
12
月
定
例
会　

一
般
質
問
）

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

Q�　

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
「
い
わ
て
子
育
て
に
優
し
い
企
業
等
」

の
認
証
を
取
得
し
た
企
業
は
63
社
と
非
常
に
少
な

い
。
優
遇
制
度
の
対
象
と
な
る
企
業
が
少
な
く
、

公
平
で
な
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
見
直
し
が
不
可

欠
。
更
な
る
取
得
企
業
数
の
増
加
に
向
け
て
、
制

度
の
拡
充
と
周
知
が
必
要
で
あ
る
が
、
所
見
を
伺

う
。

【
千
葉
副
知
事
】

A�　

指
摘
の
通
り
、
優
遇
措
置
の
拡
充
が
認
証
企
業

の
増
加
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
民
間

金
融
機
関
と
連
携
し
た
優
遇
措
置
の
実
施
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
他
、
女
性
活
躍
推
進
員
な
ど
と

連
携
し
周
知
を
図
る
な
ど
、
認
証
企
業
の
拡
大
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
�（

2
0
1
8
年
2
月
定
例
会　

予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑
））

Q�　

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
時
代
と
と
も
に
変
化

し
、
核
家
族
化
が
進
む
現
状
で
、
子
育
て
の
方
法

が
分
か
ら
な
い
、
子
供
を
育
て
る
自
信
が
な
い
と
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

Q�　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
普
及
を
さ
ら

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
商
工
労
働
観
光
部
経
営
支
援
課
総
括
課
長
】

A�　

外
国
人
を
含
む
観
光
客
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
来
る
方

の
利
便
性
に
直
結
す
る
ほ
か
、県
内
の
中
小
企
業
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
多
様
な
決
済
手
段
へ
の
対

応
、
業
務
の
効
率
化
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
面
、
あ
る
い
は
事

業
者
の
生
産
性
向
上
の
両
面
か
ら
対
応
は
急
務
で
あ

る
。
当
初
予
算
案
に「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

推
進
事
業
」
を
盛
り
込
み
、
国
、
市
町
村
、
商
工
指
導

団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
前
倒
し
で
普
及
に
取
り
組

む
。
小
規
模
事
業
者
・
中
小
企
業
者
が
早
期
に
環
境
整

備
が
行
え
る
よ
う
、し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
（
2
0
1
9
年
2
月
定
例
会　

予
算
特
別
委
員
会
）

動
物
愛
護
に
つ
い
て

Q�　

犬
猫
等
の
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
て
一
層
の
取
り
組
み

が
必
要
だ
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
。
あ
わ
せ
て
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
の
早
期
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
が
検
討

状
況
を
伺
う
。

【
千
葉
副
知
事
】

A�　

飼
い
主
に
対
し
終
生
の
飼
養
及
び
適
切
な
繁
殖
制
限

措
置
の
実
施
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
名
札
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
等
の
装
着
の
呼
び
か
け
や
、
保
護
中
の
動
物

の
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
な
ど
に
よ
り
、
飼
い
主
へ
の

返
還
率
は
向
上
し
て
き
て
い

る
。
譲
渡
を
推
進
す
る
た
め
、

動
物
愛
護
団
体
と
連
携
し
譲

渡
希
望
者
の
登
録
や
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
を

行
い
、
新
た
に
動
物
愛
護
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ

て
い
く
。
動
物
愛
護
の
教
育

や
普
及
啓
発
の
拠
点
施
設
と

な
る
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
、
岩
手
県
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
に
お

い
て
提
言
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
整
備
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
盛
岡
市
と
共
同
で
設
置
す
る
方
向

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

�（
2
0
1
8
年
2
月
定
例
会　

予
算
特
別
委
員
会
総
括

質
疑
）

ン
ハ
イ
プ
ー
ド
ン
）
国
際
空
港
を
発
着
す
る
上
海
便
を

開
設
し
、
週
２
便
運
航
し
て
い
る
。
こ
の
空
港
は
中
国

国
内
62
都
市
と
結
ば
れ
て
お
り
、
中
国
全
域
か
ら
の
誘

客
が
期
待
で
き
る
。
ど
の
よ
う
な
手
法
で
ど
こ
を
重
点

地
域
と
し
て
P
R
戦
略
を
構
築
し
て
い
く
か
。

【
商
工
労
働
観
光
部
観
光
課
特
命
参
事
】

A�　

効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
た
め
、
北
京
・
大
連
エ
リ
ア
、

上
海
エ
リ
ア
、
広
州
エ
リ
ア
、
雲
南
エ
リ
ア
と
い
う
よ

う
な
拠
点
、
範
囲
を
設
定
し
て
、
県
の
大
連
経
済
事
務

所
及
び
雲
南
事
務
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
上
海
浦
東
国
際
空

港
は
ハ
ブ
空
港
と
し
て
中
国
全
土
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

に
優
れ
た
地
域
で
、
来
年
度
は
上
海
エ
リ
ア
を
最
重
点

に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

　
（
2
0
1
9
年
2
月
定
例
会　

予
算
特
別
委
員
会
）

【
千
葉
副
知
事
】

A�　

各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
た
モ
デ
ル
実
証
の
成
果
を
、

い
わ
て
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
研
究
会
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
通
じ
て
農
業
者
や
企
業
な
ど
に
幅
広
く
提
供
し
て

い
る
。
今
後
は
県
内
各
地
、
そ
の
地
域
に
応
じ
た
対
応

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
農
業
者
の
経
営
規
模
や
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
技
術
開
発
、
現
地
実
証
等
を
進
め
、
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

�（
2
0
1
8
年
2
月
定
例
会　

予
算
特
別
委
員
会
総
括

質
疑
）い

わ
て
花
巻
空
港
の
活
用
に
つ
い
て

Q�　

い
わ
て
花
巻
空
港
は
１
月
30
日
に
上
海
浦
東
（
シ
ャ

議員発議による種子条例の制定へ
　主要農作物種子法（以下「種子法」）が平
成30年４月１日に廃止されました。これによ
り、今後、安価で高品質な種子が提供されな
くなるのではないかという不安が全国に広
がっています。
　主要作物であるコメ、麦、大豆の伝統的な
在来種はこれまで種子法によって国が管理す
るために予算を付け、各都道府県が原種、原
原種の維持、優良品種の安定生産と普及を行
う制度と義務付けられていました。本県では
奥州市江刺に所在する公益社団法人�岩手県
農産物改良種苗センターがその役割を担い、
地域農業の振興に大きな貢献を果たしてきま

した。国が種子法を廃止した意図は、規制改革の一環として民間活力を生かして、開発・供
給することで価格を引き下げ、国際競争力を高めようとしたことにありますが、その背景に
経済の自由化を目的とした経済連携協定であるTPP（環太平洋パートナーシップ協定）の批
准があり、他にも水道法、卸売市場法、漁業法といった法律も見直しされています。
　岩手県では『岩手県稲、麦類及び大豆の種子の生産等に関する要綱及び要領』を制定し、
これまで通り対応しておりますが、将来的に国の補助金が廃止された場合、財政的な裏付け
がなくなり、行政が責任を放棄する可能性がないとは言い切れません。このことから確実な
後ろ盾である県条例の制定が必要との認識があり、所属会派『改革岩手』においても勉強会
を開催してきたところです。
　こうした状況で2月定例会において私が委員長を務める農林水産委員会に「主要農作物の
種子生産に係る県条例の制定を求める請願」が提出されました。委員会審査では当初、一部
会派の躊躇もありましたが、最終的に全会一致で採択いたしました。この議論の過程におい
て今後、議員発議による種子条例の制定に向けて取り組むべきというコンセンサスが得られ
たところです。
　全国では既に条例施行済み、あるいは制定に向け準備段階にあるのは10道県あり、岩手県
議会においても県固有の種を守るといった独自性を込めた条例の制定に向けて取り組みたい
と考えております。

2019.6 vol.6

〒025-0065 花巻市星が丘2丁目20-5
Tel 0198-29-5855　Fax 0198-29-5856
Mail :eggplant@michinoku.ne.jp

皆さんのご意見をお聞かせください

名須川しん事務所

防災士の資格を取得しました！
　この度、防災士の資格を取得しました。東日本大
震災による多大な被害を教訓に平成25年９月定例会
一般質問で、防災士を「岩手県地域防災計画」に位
置付けることとその育成について提言した経緯があ
りましたが、この度、丸2日間の研修と救急救命講習、
資格取得試験によって個人的にも６年の時を経て取
得した形になります。今後は研鑽に努めつつ、地域
防災の担い手として平時有事に関わらず気を引き締
めて取り組んでまいります。

防災士とは…（認定特定非営利活動法人�日本防災士機構より）
『“自助”“共助”“協働”を原則として、社会の様々な場で防
災力を高める活動が期待され、そのための十分な意識と一定
の知識・技能を修得したことを日本防災士機構が認証した人
です。』2019年4月末時点で全国で173,611人登録

山田正彦元農林水産大臣をお招きして
「種子法」勉強会を開催

銀河のしずく田植え式にて


